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８月６日、上京区の本久寺で、「平和の鐘をつく会」が開催されました。境内いっぱいに様々な世代の方々が

４０人ほど集まりました。 

 世話人の古武博司さん、こくた恵二衆議院議員、発起人の松田豊子さんか

らそれぞれご挨拶があった後、参加者は平和への思いを込めて鐘をつきまし

た。 

 この会は、２０回目になるとのこと。 

 「殺すなかれ、殺されるなかれ、殺すの

を許すなかれ」という仏教の教えと、戦争

はしない、武力行使はしない、という日本

国憲法の精神とは一致する、というご住職

のご厚意でこの会が始まったそうです。 

 ウクライナではまだ戦争が続いており、

日本が「新しい戦前」の道に進もうかとし

ている今日、７８年前、原爆投下で亡くな

られた人たちのご冥福を祈り、日本と世界の平和への願いを込めての今年度の

鐘をつく会は、とても意義深いものになりました。京都新聞の記者さんも参加

されていて、翌日の京都新聞にも掲載されました。 

 

 

日本平和大会が開催されます。 

オンラインでも参加できます。 

興味をお持ちの方は京都平和委員会ま

でご連絡ください。 

 

日本平和大会に向けて、九州の平和委

員会が担当する連鎖学習会が開催されて

います。これから開催される学習会は以

下の通りです。 

9月22日（金）担当＝佐賀 

 佐賀空港のオスプレイ配備問題の局面

とたたかい 

 10月27日（金）担当＝宮崎、福岡 

 新田原と築城基地の増強とのたたかい 

いずれも午後7時から9時まで、オンラ

インで開催です。 

prekyusyu@j-peace.org まで、件名

に「九州連鎖学習会参加希望」と記載の

上、お名前、電話、メールアドレス、「京

都平和委員会」と記載の上お申し込みく

ださい。 
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連絡先 

京都平和委員会 

075-811-3203 
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2023 原水爆禁止世界大会開催 
 

 

8月7日から9日までの予定で、原水禁世界大会

が長崎で開催されました（写真は開会集会）。 

京都からは、井坂博文団長を先頭に104人（＋

子ども4人）が現地参加、オンラインでは延べ

113名の参加がありました。 

あいにく台風が九州直撃との予報で、9日に開催

予定だった閉会集会は8日の午後に繰り上げ、8日

終日を使って予定されていた分科会は、午前中の

みに短縮されるという予定変更がありました。京

都代表団は、新幹線が動かなくなる可能性もあっ

たため、8日の午後、閉会集会に参加せずに帰らざ

るを得ませんでした。 

 

 

 

市民一人一人の取組みが平和を作る 

京建労北支部書記 河上淳也 

原水禁世界大会に初めて参加してきました。開会式ではウクライナのユーリイ・シェリアゼンコさんが「キー

ウが攻撃を受けたとき私はシェルターに逃げた。ロシアの人に経験してほしいとは思わない。正義の戦争は無い。

核兵器禁止条約は、暴力を使うことなく変化をもたらすことができる」と双方に武器を置くよう訴えていたこと

が特に印象に残っています。 

２日目に参加した分科会②「非核平和のアジアと日本」では、沖縄を始め日本やアジア各地から平和運動の報

告を聞いてきました。秋田県のイージス・アショア建設反対運動に携わった渡辺さんは、「運動を広げるには細や

かな学習会が大事。一つに集まって勉強するのではなく、少人数の学習会を複数開催する。一人一人が意見や感

想を言いやすくなるから。そして、大きな運動の時に初めて一つになると大きな力になる」と話されていて我々

の組織建設にも通じるところがあり大変参考になりました。 

原水爆禁止署名運動の原点を忘れずに大国の動向や大衆世論に惑わされることなく、世界中の平和を愛する

市民一人一人の弛まぬ努力が今日まで続いているのだと確認できました。明日の組合運動に携わる一人として

、大変元気を貰える２日間でした。 

 

 

＜ちょっと長めの編集後記＞ 

夏に体調を崩してしまい、編集が滞ってしまいました。早く原稿をいただいていたのにお届けできずに申し訳なかったで

す。これを書いているのは9月9日で、今日と明日は日本平和委員会の理事会が開催されています。 

今日は千坂事務局長の基調報告の後、23名から各地の報告がありました。東京

では横田基地周辺での水質汚染の問題。岐阜でも同様に飲料水として使っている水

が汚染され、子どもたちへの影響を懸念しているとの話。佐賀空港へのオスプレイ

配備や、岩国での交付金と自治体の関係、自衛隊への名簿提出問題も各地から。東

富士演習場の様子も静岡や山梨から報告されました。自衛隊では報道されていない

いじめ問題もたくさんあって、相談窓口になっているというお話もありました。 

戦争準備が進められる一方で、それを許さない私たちの運動も工夫されて進んで

いることを感じます。各地の経験に学んで京都でも頑張らなくちゃ・・・。 

地域、団体（個人でも）の取り組みをお知らせください  

（ miyakowasure@hera.eonet.ne.jp  太田啓子） 
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